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はじめに

我が国のC型肝炎ウイルス持続感染着 くHCVキ

ャリア)は150万人以上存在すると推定されてい

るが､自分自身が感染している事を自覚していな

い患者が多い｡更にここ放物 らヽも感染者

の中から肝硬変や肝癌へ移行することも分かって

いる｡当階こおいて､HCVキャリアでインター

フェロン治療を行っている患者に対し､二重院血

祭交換療法 (以下VRAD)を行ったので報告す

る｡

対象および遭遇

【症例1】60歳男性｡20年肺にC型肝炎にてイン

ターフェロンを進められるも拒否｡3年前I脱 こ

て血液換査後､19年11月当院紹介され肝生検の

結果 lb高ウイルスを認めた｡HCV-RNA丑

は6.9と高値を示しα型インターフェロン導入の

為入院となるが､以前からのうつ病の悪化を考慮

し､インタ-フェロンβを導入し8週間でHCV

-RNA且は2.9まで低下を認めた｡その後も治

療を行ったがウイルス消失が見られヂ､vRAD

導入となる｡

【症例2】67鼓女性｡5年前の市民検診にて肝故

能や軌上昇あるも経過根葉していたが､本人希望

にて血液検査した所､C型肝炎陽性と言われ当院

受診し肝生検の結果lb高ウイルスを認めインタ

ーフェロン等入となる｡その後一度ウイルス陰性

化するも再度陽性となり平成20年本人希望にて
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ベガシスインターフェロン+リバピリン投与に合

わせVRAD中人となる｡

方法

両症例とも旭化成クラレメディカ)収と製の血柴分

細葉でプラズマフローOPと血祭成分分離膜にカ

スケードプロ-EC-50Wを使用し､血流丘1(氾
～120mJ/m;n､血渠処理畳は体重当り50ml/

kgとし､症例1では1,3,5,8,10日の一日おきに行い､

症例2ではlA4,8,9日の間隔で行った｡2症例と

も2週の内に計5回のウイルス除去療法を行った｡

尚､インターフェロ減 封まVRAD施行後行っ

た｡

穂果

図1に症例1の結果です｡

図2に症例2の結果です｡

両症例ともvRAD施行中の副作用等は見られヂ

治療中止となることは無かった｡

考察

2症例とも治療前後のHCVウイルス定量とフィ

ブリノーゲン､血群等の検査で比較検討した結果､

治療前に比べ治療後で数値の変化を認められた｡

このことから､インターフェロンへの反応性が低

いと言われている高比重分画のHCV粘子を､V

RAD施行で強制的に除去することにより､イン

ターフェロンを効きやすくし､その後の治療こお

いて効果が期待できると考えられた｡



まとめ

今回紹験した2症例でインターフェロン鮒 こついては

異なっていたが､どちらもvRADを行うことで治療期
間内でのウイルス陰性化に貢献できたのではないかと

考えられた｡また血無処理量の検討や､VRAD帝人の

タイミン久 vRAD施間 隔など瓢 ま残ったカt今

後症例を更に重ねて検討していきたいと思う｡
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